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一
月
七
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り

公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
苫

前
町
成
人
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
の

対
象
は
、
男
子
二
十
一
名
、
女
子
二

十
一
名
。
当
日
の
出
席
者
は
、
男
子

十
三
名
、
女
子
十
四
名
で
、
来
賓
や

父
母
ら
を
含
め
る
と
約
八
十
名
が
会

場
に
集
ま
っ
た
。

式
典
は
成
人
者
が
ス
テ
ー
ジ
上
か

ら
ひ
と
り
一
人
登
場
し
、「
大
人
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
責
任
あ
る
行
動

を
し
ま
す
」
や
「
こ
れ
か
ら
の
目
標

は
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
す
」
な
ど
、
ユ
ー

モ
ア
な
抱
負
を
述
べ
入
場
し
た
。

式
辞
は
都
合
に
よ
り
出
席
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
、
岡
田
教
育
委

員
長
の
式
辞
を
竹
内
教
育
長
が
代
読

し
た
。

成
人
宣
誓
は
、
打
田
直
人
さ
ん
と

白
畑
有
加
さ
ん
が
「
明
日
の
郷
土
を

築
く
担
い
手
と
し
て
、
町
の
発
展
の

た
め
努
力
し
ま
す
」
と
堂
々
と
宣
誓

し
た
。
続
い
て
、
森
町
長
が
「
偏
見

の
な
い
大
人
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い

考
え
方
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
大

人
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を

述
べ
た
。
次
に
、
二
十
年
前
の
社
会

の
出
来
事
を
ま
と
め
た
記
念
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
札
幌
市
や
留
萌
市

か
ら
小
学
校
、
中
学
校
時
代
の
担
任

の
先
生
も
三
名
出
席
し
、
激
励
の
言

葉
を
贈
っ
た
。

本日、このような盛大な式を開催していただきました
ことに心からお礼申し上げます。
数日前テレビで知ったのですが、夕張の成人式は、成
人者自らが企画し、少ない予算で式を挙行すると言うこ
とで、その努力の一部始終が報道されておりましたが、
きっと今頃はすばらしい成人式になっていることであろ
うと思いますが、私たちはなんの苦労もせずに多くの皆
様方に御祝いをしていただき、本当にありがたく感激に
たえません。（略）
去年、警察学校で生活していましたが、今までの学生
生活とは異なり、一人の社会人として、先輩や教官に指
導を受け、今までの生活はなんだったんだろうなと思う
ほど厳しいものでした。（略）
本日、来賓の方より御祝いの言葉、励ましの言葉を頂
きました。私も一日も早く一人前の警察官になり、皆さ
んが安全に安心して暮らせるよう少しでも役に立てるよ
う頑張りたいと思っております。
今後とも皆様のご指導のほど心よりお願い申し上げ感
謝の言葉と致します。
本当にありがとうございました。

本日はこのような盛大な式典を開催していただき誠
にありがとうございます。また、準備等に当たってい
ただいた関係者の方に重ねてお礼申し上げます。
私は今春専門学校を卒業しますが、昨年７月に就職
内定をいただき、１０月から働いております。今はま
だ見習い中で、仕事を覚えることに必死で大変ですが
希望だった職種に就くことができたので一生懸命頑張
ります。自分で働いてみて改めて、働いてお給料をも
らうことの大変さを実感しました。農家という重労働
の仕事で生計を立てている両親はすばらしいと思いま
す。私の就職が早く決まったのも、いつも両親の支援
があったからだと思います。（略）
今まで大切に育ててくれたことにこの場を借りて感
謝の気持ちを記します。これからは親孝行ということ
で、多忙だった両親を旅行に連れて行って上げたいと
考えております。（略）
また、本日、成人の日を迎えられることができた喜
びと今まで私に携わってくれた人々、両親に感謝の気
持ちを忘れずに頑張っていきたいと思います。
本日、私たち新成人のために式を開催していただき、
また、お集まりいただいたこと、本当にありがとうご
ざいました。

成人宣誓の打田さんと白畑さん

代表　間宮祐治さん 代表　棟方彩香さん　

新成人記念写真

成人意見発表
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一
月
六
日
、
日
本
水
難
救
済
会
苫

前
救
難
所
（
小
野
善
市
所
長
）
所
員

二
十
名
が
苫
前
漁
港
で
、
午
前
十
一

時
よ
り
、
町
長
を
は
じ
め
町
議
会
議

員
、
留
萌
海
上
保
安
部
、
漁
協
関
係

者
な
ど
約
二
十
名
が
見
守
る
な
か
出

初
式
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
、
救
助
活
動
の
一
環
で

あ
る
迫
力
の
あ
る
救
命
索
発
射
訓
練

（
も
や
い
銃
の
実
演
）
が
行
わ
れ
た
。

所
員
三
名
が
発
射
準
備
を
て
き
ぱ

き
進
め
、「
発
射
」
と
の
掛
け
声
と
と

も
に
迫
力
あ
る
発
射
音
が
港
内
全
体

に
響
き
渡
り
、
約
七
十
　
先
の
海
面

（
標
的
地
点
）
に
届
き
、
救
助
用
の
ロ

ー
プ
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。

来
賓
ら
は
「
迫
力
が
あ
り
気
が
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
」
と
実
践
さ
な

が
ら
の
訓
練
に
緊
張
し
、
驚
い
て
い

た
。そ

の
後
、
漁
協
苫
前
支
所
の
二
階

に
会
場
を
移
し
、
式
典
を
行
い
平
成

十
九
年
の
海
難
無
事
故
を
誓
っ
た
。

救命索発射訓練（もやい銃の実演）

苫
前
救
難
所
出
初
式

一
月
五
日
、
北
留
萌
消
防
組
合
苫

前
町
消
防
団
（
小
倉
哲
志
団
長
）
の

出
初
式
が
古
丹
別
支
署
前
で
、
午
前

十
時
三
十
分
か
ら
行
わ
れ
た
。
苫

前
・
古
丹

別
・
力
昼

の
各
分
団

あ
わ
せ
て

約
五
十
名

の
団
員
が

参
加
し
、

新
年
の
決

意
新
た
に

団
結
力
を

高
め
た
。

古
丹
別
支

署
前
で
行
わ
れ
た
屋
外
式
で
は
、
小

倉
団
長
や
森
町
長
、
星
野
議
長
、
工

藤
道
議
会
議
員
ら
関
係
者
約
三
十
名

も
出
席
し
、
国
旗
掲
揚
、
黙
祷
、
人

員
報
告
、
服
装
点
検
、
閲
団
を
行
い
、

全
団
員
が
団
旗
を
先
頭
に
消
防
車
両

を
従
え
て
、
古
丹
別
市
街
地
を
通
り

公
民
館
ま
で
分
列
行
進
を
行
っ
た
。

屋
内
式
で
は
、
永
年
勤
続
や
優
良
団

体
の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

森
町
長
は
式
辞
で
「
火
災
や
災
害

か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
を
守
り
、
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

団
結
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

救
急
救
命
士
も
四
名
と
な
り
、
昨
年

十
二
月
に
は
全
道
初
の
高
規
格
救
急

車
を
導
入
、
二
月
か
ら
出
動
可
能
と

な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
出
動
機
会
が
な

い
こ
と
を
祈
る
が
、
も
し
も
の
場
合

に
備
え
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
述
べ
た
。

苫
前
町
消
防
団
出
初
式

一
月
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
一

時
よ
り
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ
わ
っ
と

ホ
ー
ル
に
て
、
苫
前
町
農
協
特
定
蔬

菜
生
産
部
会
の
設
立
二
十
周
年
記
念

祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。
式
典
で
は
、

早
川
日
出
利
特
定
蔬
菜
部
会
長
が

「
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
も
で
き
た

の
も
、
生
産
部
会
員
の
皆
様
が
日
々
、

足
腰
の
強
い
農
業
経
営
を
し
っ
か
り

と
進
め
、
メ
ロ
ン
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

北
の
ク
リ
ー
ン
農
産
物
（
Ｙ
Ｅ
Ｓ
！

clean

農
産
物
）
表
示
制
度
に
登
録
な

ど
、
消
費
者
が
求
め
る
「
安
心
・
安

全
」
な
農
産
物
の
生
産
を
推
進
し
て

き
た
賜
で
あ
り
、
今
後
も
環
境
の
優

し
い
農
産
物
を
安
定
出
荷
す
る
よ
う

に
努
力
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

ま
た
、
大
阪
本
場
青
果
卸
売
協
同

組
合
と
大
阪
市
中
央
卸
売
市
場
か
ら

果
実
部
メ
ロ
ン
部
門
に
お
い
て
、
北

農
協
蔬
菜
生
産
部
会

創
立
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会

海
道
で
初
め
て
と
な
る
優
良
産
地
と

し
て
「
感
謝
状
」
を
受
賞
し
た
こ
と

を
報
告
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
、
森
町
長

は
「
日
豪
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協
定
）

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
が
正
式

に
合
意
さ
れ
、
仮
に
農
畜
産
物
の
関

税
が
撤
廃
さ
れ
れ
ば
、
本
町
、
本
道

の
農
業
に
打
撃
を
受
け
、
農
業
の
衰

退
に
伴
い
、
地
域
経
済
の
衰
退
に
繋

が
り
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
避
け
る
た
め
に
も
、
道
市
町
村
会

や
農
業
団
体
を
は
じ
め
北
海
道
一
丸

と
な
り
重
要
品
目
を
対
象
か
ら
強
く

除
外
す
る
よ
う
今
後
も
運
動
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。
花
井
組
合
長
は

「
二
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
三
十
周

年
へ
向
け
、
全
員
で
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
た
。

次
に
株
式
会
社
ユ
ニ
オ
ン
札
幌
営

業
所
取
締
役
所
長
の
遠
藤
宰
さ
ん
が

「
北
海
道
産
蔬
菜
の
現
状
と
今
後
産
地

に
望
む
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

遠
藤
さ
ん
は
「
苫
前
町
の
メ
ロ
ン
が

大
阪
市
場
で
優
良
産
地
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
こ
と
は
、
本
道
と
し
て
も
う

れ
し
い
こ
と
で
あ
り
素
晴
ら
し
い
。

安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
つ
く
る
の

は
、
昔
か
ら
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ

り
、
今
後
も
安
定
出
荷
で
き
る
よ
う

に
一
層
に
努
力
し
ほ
し
い
」
と
話
し

た
。
講
演
後
は
、
祝
宴
に
入
り
、
明

日
の
農
業
に
つ
い
て
語
り
合
い
交
流

を
深
め
た
。

早川部会長のあいさつ

農
協
蔬
菜
生
産
部
会

創
立
二
十
周
年
記
念
祝
賀
会

メ
ー
ト
ル
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各町内会で総会・座談会開催される
新年を迎え、1月4日（木）の力昼、旭、岩見、九

重、三渓町内会を皮切りに、24日（水）の豊浦、古
丹別町内会まで各町内会の総会及び座談会が開催さ
れた。また、出席を希望する町内会へは、町長や地
区担当職員も出席した。
森町長は各町内会の挨拶で、平成18年の本町の1

年間を振り返った。
まず、大きな災害もなく無事過ごせたこと。第１

次産業である農業、漁業が２年連続、豊作・豊漁で
あったこと。苫前ＴＭＲセンターの完成。第３種苫
前漁港が２次指定地域に認証され国直轄事業で整備
されることになったこと、とままえ温泉ふわっとが
「道の駅」に認定されたことなどを報告したほか、
今後の町財政状況についても説明した。
各町内からは、道路整備や補修、外灯設置等の要

望事項も上げられ、町としては、すぐにできること
から、北海道や国に要望しなければならない案件、
また、草刈りや清掃など町内会や各種団体で協力し
てできることは、少しでも協力し合いながら進めて
ほしい旨を述べた。
また、1月１２日（金）午後６時から九重コミュ

ニティーセンターで、森町長、山田企画振興課長、
平井主幹が出席し、九重地区の座談会が開催された。
森町長は挨拶後に、当町の職員数の現状やラスパイ
レス指数（国家公務員を１００としたときの地方公
務員の給与水準）を管内市町村と比較して説明し、
町財政状況（借金）についても説明した。平井主幹
からは「苫前町住まいる事業～町内空き家等バンク」

についての概要を説明した。町内会員の皆様からは、
まちの借金は大丈夫か、今後の苫前商業高校、厚生
病院はどうなる…など、不安や心配ごとが数多く発
言され、町長がそれぞれの発言に対して、現況を踏
まえて回答した。

町としては、今後も積極的に町内に出て、ひざを交
えての座談会を開催し、町民の皆様の意見や不安、心
配ごとなどを直接話し合い、住みよいまちづくりを進
めて参りますので、気軽にご連絡下さい。
＊座談会の希望者は、町内会や各種団体を問わず５名
以上集まりましたらご連絡下さい。町長・担当課長等
の日程を調整し開催日時を決定します。

〔企画振興課　℡64－2212〕

九重地区で開催された座談会の様子

各町内会で総会・座談会開催される
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一
月
二
十
一
日
（
日
）
町
子

ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
早

川
日
出
利
会
長
）、
苫
前
北
斗
歌

留
多
ク
ラ
ブ
（
渡
辺
達
也
会
長
）

主
催
の
第
二
十
七
回
留
萌
管
内

中
部
三
町
村
子
ど
も
カ
ル
タ
大

会
が
、
町
公
民
館
の
講
堂
を
舞

台
に
激
し
い
札
の
取
り
合
い
が

行
わ
れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
中
部
三
町
村

の
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い

る
大
会
で
、
各
町
村
で
行
わ
れ

た
予
選
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
小

学
生
十
二
チ
ー
ム
、
中
学
生
九

チ
ー
ム
が
出
場
。

当
町
は
、
町
内
大
会
出
場
の

小
学
生
四
チ
ー
ム
、
中
学
生
四

チ
ー
ム
が
出
場
。

開
会
式
で
早
川
会
長
は
「
カ

ル
タ
の
練
習
や
試
合
は
、
学
校

で
学
べ
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
カ
ル
タ
の
交
流
を

通
し
て
、
他
町
村
に
も
た
く
さ

ん
の
友
達
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
竹
内
教
育
長
は

「
北
海
道
の
下
の
句
カ
ル
タ
の
伝

統
文
化
を
し
っ
か
り
と
後
生
に

つ
な
ぎ
、
全
道
大
会
目
指
し
て

頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
激
励
の

言
葉
を
送
っ
た
。

開
会
式
終
了
後
に
は
さ
っ
そ

く
一
回
戦
が
行
わ
れ
、
札
が
詠

ま
れ
始
め
る
と
、
木
札
に
集
中

し
、
白
熱
の
札
取
り
合
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

当
町
か
ら
出
場
の
小

中
合
わ
せ
て
八
チ
ー
ム

は
、
惜
し
く
も
優
勝
を

逃
し
た
が
、
三
月
に
天

塩
町
で
開
催
さ
れ
る

「
北
部
北
海
道
子
ど
も

カ
ル
タ
大
会
」
の
上
位

入
賞
を
目
指
し
、
早
く

も
厳
し
い
練
習
を
再
開

し
て
い
る
。

＊
試
合
結
果

☆
中
学
生
の
部

▽
優
勝
　
初
山
別
Ａ
チ
ー
ム

二
位
苫
前
町
Ｂ
チ
ー
ム

（
星
野
幸
太
、
大
沼
昇
平
、
五
十

嵐
大
空
）

三
位
　
苫
前
町
Ａ
チ
ー
ム

（
長
澤
圭
宏
、
川
村
彰
、
五
十
嵐

雄
大
）

四
位
　p

u
rp
le
s

（
羽
幌
）

☆
小
学
生
の
部

▽
優
勝
　
焼
尻
子
ど
も
会

二
位
　
羽
幌
２

三
位
　
初
山
別
Ａ
チ
ー
ム

四
位
　
苫
前
町
Ｄ
チ
ー
ム

（
鴨
田
将
来
、
鴨
田
祥
宏
、
福
田

怜
也
、
福
田
レ
ナ
）

開会式で三町村の
代表チームが顔を
揃える

苫前勢惜しくも敗れる　　中部3町村カルタ大会苫前勢惜しくも敗れる　　中部3町村カルタ大会

北留萌消防組合消防署苫 前 支 署�64-2321
〃　　　　古丹別支署�65-4119

冬期火災予防運動冬期火災予防運動

「消さないであなたの心の注意の火」
実施機関　2月15日～2月24日

避難口は常に確保して
おきましょう。冬は特
に雪で窓や玄関がふさ
がれる事がありますの
で、除雪をきちんとし
ておきましょう。

ストーブの周りに洗濯
物などを干さないよう
にしましょう。また、
ストーブの周りは整理
整頓しておきましょう。

この運動は、道内各地で死者の伴った火災が発生している現状から住民一人一人に火災の恐ろしさにつ
いて認識させるとともに、出火の絶無と火災による死傷者の発生を未然に防止することを目的とする。

※期間中、独居老人及び老人世帯、身体不自由者住宅の避難口確保のため、除雪作業を消防職員及び
団員で実施しますので、希望される方は消防苫前支署、古丹別支署へ連絡ください。

目的

「消さないであなたの心の注意の火」
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◇
苫
前
小
学
校
（
十
四
名
）

太
田
萌
（
徹
）
北
村
和
輝
（
拓

也
）
石
川
篤
司
（
真
由
美
）
伊
藤

歩
（
慎
吾
）
池
上
滴
（
誠
）
佐
井

悠
那
（
具
視
）
加
藤
亜
美
（
孝
幸
）

横
野
稜
平
（
宏
和
）
成
川
利
樹
也

（
ち
は
る
）
高
田
健
寛
（
和
彦
）
石

井
涼
菜
（
浩
）
伊
藤
彩
弥
花
（
芳

樹
）
花
村
大
和
（
利
充
）
三
好
那

尚
香
（
康
夫
）

◇
古
丹
別
小
学
校
（
十
三
名
）

猫
島
菜
央
（
貴
之
）
工
藤
龍
之

介
（
典
緒
）
白
幡
菜
々
美
（
英
丈
）

田
口
凌
太
郎
（
紀
）
菊
池
優
芽

（
隆
浩
）
杉
野
佳
奈
（
隆
蔵
）
江
島

尚
希
（
一
昭
）
黒
田
侑
里
（
一
幸
）

工
藤
瑠
華
（
隆
）
齊
藤
は
な
（
卓
）

伊
藤
行
平
（
修
）
矢
田
剛
琉
（
祐

樹
）
松
浦
美
亜
（
隆
史
）

（

）
内
は
保
護
者
名

平
成
十
九
年
度
の
町
内
各
小
学

校
の
新
入
学
予
定
者
は
、
苫
前
小

学
校
十
四
名
、
古
丹
別
小
学
校
十

三
名
の
計
二
十
七
名
（
平
成
十
八

年
十
月
一
日
現
在
）
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

以
下
に
記
載
さ
れ
た
入
学
予
定

者
以
外
に
お
い
て
、
苫
前
町
に
在

住
（
転
入
）
す
る
該
当
者
が
お
り

ま
し
た
ら
、
お
早
め
に
町
教
育
委

員
会
管
理
課
学
校
管
理
係
（
電
話

六
四
―
二
三
八
四
）
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

苫前小学校

古丹別小学校

一
月
十
九
日
、
苫
前
消
費
者
協
会

（
林
千
代
美
会
長
）
主
催
に
よ
る
、

米
消
費
拡
大
事
業
が
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
。

こ
れ
は
苫
前
産
の
農
産
物
、
水
産

物
の
消
費
拡
大
と
食
生
活
の
改
善
や

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
も
の
。

当
日
は
、
苫
前
消
費
者
協
会
員
、

女
性
団
体
、
食
生
活
改
善
協
議
会
員

ら
約
三
十
人
が
参
加
し
、午
前
中
は
、

鍵
山
町
栄
養
士
の
指
導
の
も
と
留
萌

産
「
な
な
つ
ぼ
し
」
と
「
ほ
し
の
ゆ

め
」
を
炊
い
て
、
豚
肉
ナ
ッ
ツ
揚
げ
、

か
ぼ
ち
ゃ
と
卵
の
と
ろ
み
ス
ー
プ
、

根
菜
の
ご
ま
酢
和
え
、
揚
げ
魚
の
お

ろ
し
煮
を
各
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

作
り
、
昼
食
で
味
わ
っ
た
。

鍵
山
栄
養
士
は
、「
最
近
で
は

食
の
欧
米
化
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
日
本
人
の
体
質
に
は
、
噛

む
こ
と
で
ゆ
っ
く
り
と
消
化
・

吸
収
さ
れ
、
食
後
の
血
糖
値
上

昇
が
ゆ
る
や
か
に
な
る
ご
は
ん

が
よ
く
合
い
、
副
菜
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
と
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
、
日
本
人
の
体
質
と
米
の
関

係
に
つ
い
て
述
べ
た
。

午
後
か
ら
は
、
町
農
林
水
産

課
の
担
当
職
員
二
名
が
、
農
業

と
漁
業
の
最
近
の
傾
向
や
生
産

状
況
、
水
揚
げ
状
況
に
つ
い
て
、

出
前
講
座
を
行
っ
た
。

管
内
の
農
漁
産
物
を
学
ぶ

米
消
費
拡
大
事
業
を
開
催

十
二
月
十
五
日
、
苫
前
商
業
高
校

（
眞
屋
岩
男
校
長
）
で
、
進
路
ガ
イ
ダ

ン
ス
と
進
路
説
明
会
が
一
・
二
学
年
の

生
徒
と
保
護
者
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

（
有
）
エ
ス
パ
ス
・
マ
ナ
ー
ア
カ
デ
ミ

ー
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
家
城

久
美
子
さ
ん
が
講
師
と
な
り
「
企
業
が

求
め
る
人
材
像
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
。

家
城
さ
ん
は
「
一
を
聞
い
て
十
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
人
。
上
司
が
何
を
し
て

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
る
か
、
お
客
様
が

何
を
求
め
て
い
る
か
な
ど
気
を
利
か
せ

る
人
材
を
求
め
て
い
る
」
と
話
し
、

「
パ
ソ
コ
ン
が
で
き
て
も
、
人
の
話
し

に
心
を
傾
け
て
聴
く
こ
と
が
で
き
な
い

人
が
多
い
と
嘆
く
企
業
も
あ
る
」
と
話

し
た
。
ま
た
、
人
前
で
話
せ
る
能
力
を

高
め
る
こ
と
が
大
切
で
、
一
分
間
ス
ピ

ー
チ
を
練
習
す
る
こ
と
も
大
切
と
話
し

た
。
最
後
に
「
明
・
元
・
素
」（
明
る

く
元
気
で
、
素
直
な
人
）
の
言
葉
を
贈

っ
た
。

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

町内産の消費拡大に取り組む参加者

苫前産100％の米をPRする町職員

講話の様子

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
開
催

新
一
年
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
十
九
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者

新
一
年
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
十
九
年
度
小
学
校
入
学
予
定
者
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平
成
十
九
年
度
の
検
察
審
査
員
候

補
者
と
し
て
、
苫
前
町
か
ら
三
十
二

名
の
方
々
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

選
任
方
法
は
、
町
選
挙
管
理
委
員

会
が
選
挙
人
名
簿
を
も
と
に
「
く
じ
」

で
候
補
者
を
選
ん
だ
も
の
で
、
こ
の

後
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
候
補
者
の
中

か
ら
留
萌
検
察
審
査
会
事
務
局
が
再

度
「
く
じ
」
を
行
っ
て
検
察
審
査
員

を
決
定
し
ま
す
。

検
察
審
査
員
の
仕
事
に
は
、
検
察

官
が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ

た
事
件
に
つ
い
て
、
そ
の
取
扱
い
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

こ
と
や
、
検
察
庁
の
仕
事
全
般
に
つ

い
て
改
め
る
べ
き
点
が
あ
れ
ば
、
検

事
正
に
伝
え
る
役
目
が
あ
り
ま
す
。

任
期
は
、
各
群
ご
と
に
六
ヶ
月
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◆
第
一
群
（
任
期
二
月
一
日
〜
七
月

三
十
一
日
）

冨
田
貴
弘
、
丹
羽
春
美
、
小
泉
孝
司

松
田
紀
幸
、
伊
藤
秀
美
、
島
田
信
宏

合
田
ヨ
シ
子
、
斉
藤
浩
美

◆
第
二
群
（
任
期
五
月
一
日
〜
十
月

三
十
一
日
）

松
田
聖
子
、
立
石
喜
美
子
、
小
澤
睦

美
、
岸
保
子
、
鳥
居
喜
美
子
、
宗
野

末
徳
、
江
島
一
昭
、
鈴
木
若
子

◆
第
三
群
（
任
期
八
月
一
日
〜
一
月

三
十
一
日
）

佐
藤
し
お
り
、
鴨
田
幸
子
、
中
嶋
和

浩
、
石
井
真
美
、
野
辺
正
征
、
五
十

嵐
光
昭
、
田
中
雅
美
、
奥
山
和
彦

◆
第
四
群
（
任
期
十
一
月
一
日
〜
四

月
三
十
日
）

原
野
幸
博
、
山
下
真
由
美
、
年
代
昭

市
、
加
賀
谷
之
子
、
佐
藤
信
子
、
西

村
力
、
市
村
昇
、
佐
々
木
法
一

氏
　
　
名：

高
橋
　
修

出
　
　
身：

北
海
道
枝
幸
郡
中
頓
別
町
字
中
頓
別
１
１
３

生
年
月
日：

昭
和
32
年
12
月
９
日

趣
　
　
味：

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
鑑
賞
、
テ
ニ
ス
、
ス
キ
ー

好
き
な
食
べ
物：

納
豆
、
酢
の
物
、
野
菜
炒
め
、
山
菜
そ
ば
、
寿
司

好
き
な
言
葉：

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
神
よ
、
変
え
る

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を
受
け
入
れ
る
心
の
平
静
さ
を
、

変
え
得
る
も
の
を
変
え
る
勇
気
を
、
そ
し
て
そ
の
両
者

の
違
い
を
知
る
知
恵
を
わ
れ
ら
に
授
け
た
ま
え
」

（
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
ニ
ー
バ
ー
）

家
　
　
族：

妻
、
子
供
３
人

就
任
に
あ
た
り
一
言

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
30
年
ぶ
り
に
青
森
県
か
ら
故
郷
に
帰
っ

て
き
た
高
橋
修
と
申
し
ま
す
。
胃
・
腸
・
肝
臓
な
ど
の
消
化
器
を
中

心
に
青
森
県
・
秋
田
県
で
診
療
し
て
お
り
ま
し
た
。
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

医
師
不
足
な
ど
私
た
ち
を
取
り
巻
く
医
療
環
境
は
激
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
・
提
供
す
る
側
の
垣
根
を

な
く
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
　
検
察
審
査
員
候
補
者
決
定

苫
前
町
厚
生
病
院
長
に

高
橋
修
先
生
就
任

１月27日に橋場産業（株）橋緑会、29日に萌州建設
（株）、30日に（株）東北建設の職員が厳寒の中、汗をか
きながら町内各地区において、除雪作業を行った。
対象は、町内に住む70歳以上の高齢者（声かけ事業
対象者）、障害者世帯、母子・寡婦世帯などで、約７世
帯の屋根やベランダ、玄関前などの除雪作業をボラン
ティア活動として行った。

ボランティアで除雪作業
橋場産業（株）橋緑会・萌州建設（株）苫前支店・（株）東北建設

東北建設（株）（菊池浩代表取締役）で、今年も地域
貢献ボランティア活動の一環として、古丹別バスター
ミナルと苫前高校前バス停にペットボトルに入れた転
倒防止用の砂利を設置した。これは、冬期間、乗降付
近が滑りやすくなるため、転倒防止用として設置した
もの。利用者が各自で散布する方法。利用後はカゴに
もどすと補充されるので、持ち帰らなようにお願いし
ます。

転倒防止用の砂利設置 東北建設（株）

経　　歴
昭和51年3月浜頓別高等学校卒業
昭和59年3月弘前大学医学部卒業
昭和59年～平成18年まで青森県内や秋田県内の総合病院（消化器内科）などで勤務
平成19年2月1日苫前町厚生病院長に就任
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１月１０日から５日間、苫前町スキー連盟（渡
部一男会長）主催のスキー教室が、緑ヶ丘スキー
で場で開催された。受講生は幼児から小学生まで
の２５名。スキー連盟の指導員５名が講師となり、
精力的な指導を行った。初めてスキーをする幼児
クラスでは、雪とたわむれたり、スキーを履き歩
くことから学び、子どもらは、おおはしゃぎでス
キーを楽しんでいた。

１月１７日、役場１階大会議室で、乳幼児教育の一環であ
る、親子で楽しく参加体験できる図書室事業が開催された。
当日は、図書室サポーター４名と安藤図書司書の指導のもと、
読み聞かせと飛び出す
絵本づくりが行われ
た。参加した親子６組
は、子育ての楽しさを
お互いに体験できる機
会に感謝していた。

書
き
初
め

心をこめて丁寧に書き初めを行う児童

一
月
十
八
日
、
古
丹
別
小
学
校

（
中
山
康
彦
校
長
）
の
三
年
生
か
ら

六
年
生
ま
で
の
児
童
全
員
が
、
同
体

育
館
で
、
新
年
の
書
き
初
め
を
行
っ

た
。こ

れ
は
学
社
融
合
事
業
の
一
環

で
、
書
道
家
の
齊
藤
芳
子
（
古
丹
別
）

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
書
き
初
め
の

心
得
と
書
き
方
を
学
ん
だ
。

三
年
生
は
「
友
だ
ち
」
四
年
生
は

「
美
し
い
朝
」
五
年
生
は
「
世
界
の

国
」
六
年
生
は
「
夢
を
育
て
る
」
を

書
い
た
。
児
童
ら
は
、「
神
様
、
字

が
上
手
く
な
り
ま
す
よ
う
に
、
今
年

も
無
事
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
」
と

心
を
込
め
て
書
き
初
め
に
挑
戦
し
て

い
た
。

十
年
経
験
者

研
修
実
施おからドーナツづくりに奮闘する先生

一
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
在

職
期
間
が
十
年
に
達
し
た
教
員
三
名

が
社
会
教
育
に
関
す
る
研
修
を
町
公

民
館
で
受
け
た
。

一
日
目
は
、
伊
藤
社
会
教
育
課
長

か
ら「
社
会
教
育
に
つ
い
て
」「
学
社
融

合
事
業
に
つ
い
て
」の
レ
ク
チ
ャ
ー
を

受
け
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連

携
・
融
合
の
重
要
性
を
研
修
し
た
。

ま
た
、
町
食
生
活
改
善
協
議
会
員

三
名
と
町
栄
養
士
よ
り
、
手
作
り
豆

腐
と
お
か
ら
ド
ー
ナ
ツ
づ
く
り
を
体

験
。
二
日
目
は
、
豊
饒
太
鼓
保
存
会

の
花
井
秀
昭
さ
ん
よ
り
「
和
太
鼓
」

の
指
導
を
受
け
た
。

ふ
だ
ん
経
験
す
る
こ
と
の
少
な
い

料
理
づ
く
り
や
和
太
鼓
を
体
験
し
た

三
名
の
教
諭
は
、
今
後
の
教
員
生
活

に
生
か
せ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い

と
感
想
を
述
べ
た
。

た
ま
り
場
事
業

フ
ロ
ア
ー
カ
ー
リ
ン
グ

ジュニア･ナイタースキー教室 本を利用してやってみよう

飛び出す絵本づくり

冬休み期間中に行われた「たまり場事業」

読み聞かせで豊かな
心を育む

親子で飛び出す絵本
づくりに夢中

寒
さ
に
負
け
る
な
！

十
二
月
二
十
六
日
、
青
少
年
教

育
事
業
の
一
環
で
あ
る「
た
ま
り
場
」

事
業
が
、苫
小
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
ス
ト
ー
ン
を
上
手
に
転

が
し
な
が
ら
準
備
運
動
を
行
い
、
次

に
、
試
合
形
式
で
ひ
と
り
が
タ
ー
ゲ

ッ
ト
を
め
が
け
て
転
が
し
、
ほ
か
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
三
名
は
、
乾
い
た
雑

巾
で
ス
ト
ー
ン
の
前
を
拭
き
な
が
ら

の
試
合
を
行
っ
た
。

フ
ロ
ア
ー
カ
ー
リ
ン
グ
は
、
い
わ

ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
に
な
っ
て

い
る
、
氷
の
上
で
行
う
カ
ー
リ
ン
グ

を
床
の
上
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
。

参
加
し
た
八
名
の
子
ど
も
た
ち
は

フ
ロ
ア
ー
カ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
床
も
ピ
カ
ピ
カ
に
掃
除
す
る

一
石
二
鳥
の
試
合
を
、
笑
顔
で
楽
し

ん
で
い
た
。
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～あなたの学びたいを応援します～ でんわ ６５－４０７６
e-mail syakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫前町公民館ご相談・お問い合わせは

社会教育からのお知らせ社会教育からのお知らせ

日　時　２月25日（日）受付9:00 開会式9:30
場　所　とままえ温泉ふわっと
部　門　①親子の部（小学校入学前の親子） ②小学１・２年の部

③小学３・４年の部　　　　　　　　④小学５・６年の部
⑤中学生の部　　　　　　　　　　　⑥高校・一般の部
⑦大凧の部（面積２㎡以上の凧） ⑧連凧の部

申込み　参加を希望される方は、２月15日（木）までに実行委員会事務
局（苫前町公民館内）へ申し込んで下さい。大会当日はアトラ
クションや景品入りもちまき、出店コーナーなども予定して
おりますので、みなさんお誘い合わせのうえご来場下さい。

第15回北海道凧あげ大会兼第34回苫前町凧あげ大会

苫　前　町　雪　合　戦　大　会

子どもの小さくなった服や使わなくなったオモチ
ャ、本などをこれから大きくなる子どもたちに再
利用してもらうための企画です。

※申し込みは必要ありません。会場に直接来ていただ
き、お好きなものをお持ち帰り下さい。
※品物を提供していただける方は、２月２３日（金）
までに苫前町公民館または役場町民課けんこう係へ
お持ちください。

リサイクル広場

日　時　3月4日（日）受付 8:45  開会式 9:00 
場　所　とままえ温泉ふわっと前広場
対　象　中学生以上の男女（町外の方も参加できます）
チーム　1チーム9名以内（競技者7名、補欠2名）
参加料　1チーム　1,000円
申込み　2月23日（金）までに苫前町公民館へ

お申し込み下さい。

「絵本ってステキ、子どもの本っておもしろい」

講師：こども冨貴堂店長　福田洋子氏（旭川市）
日時：２月１７日（土）13:30～15:30
会場：古丹別保育所
対象：未就学児の父母、一般町民
参加料：無料
※２月９日までに苫前町公民館または苫前保育園・
古丹別保育所へお申し込み下さい。

★公民館・スポーツセンターでは各種事業のボランティアを募集しています★

例年大きな盛り上がりを見せている雪合戦大会を今年も次のとおり開催します。友達や職場などでチームを
組んでみんなで冬の一日を楽しみませんか。

試合では顔面シールド付のヘルメットを着用します。

テーマ

最近、「子どもの本離れ」という言葉をよく耳にします。親子で
一緒に読書を楽しむことが、親子のふれあいや子どもが本に興
味をもつことに繋がるのではないでしょうか？絵本についての
お話を聞いて見ませんか？

日 時
3月3日（土）10:00～12:00

会 場
苫前町公民館ロビー
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Dr.小野の処方せん 

今
月
の
担
当
は
簗
瀬
保
健
師
で
す
。 
『
認
知
症
に
つ
い
て
』 

健　　康 
ばんざい 

今
月
は
、
自
分
や
家
族
は
大
丈
夫

か
と
心
配
に
思
っ
て
い
る
方
も
多
い

と
思
わ
れ
る
認
知
症
に
つ
い
て
の
話

で
す
。

今
ま
で
ボ
ケ
と
言
わ
れ
て
い
た
も

の
を
今
は
認
知
症
と
言
い
ま
す
。
こ

の
認
知
症
は
治
ら
な
い
、
打
つ
手
が

な
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
し
か

し
よ
く
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
昨
日

ま
で
ご
く
普
通
だ
っ
た
人
が
、
あ
る

日
突
然
に
身
の
回
り
の
事
が
出
来
な

く
な
っ
た
り
、
家
族
の
顔
も
分
か
ら

な
く
な
っ
て
徘
徊
を
始
め
る
こ
と
は

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
は

「
ち
ょ
っ
と
お
か
し
い
な
」
と
思
っ

て
か
ら
三
〜
八
年
も
か
か
っ
て
ゆ
っ

く
り
と
進
行
す
る
も
の
な
の
で
す
。

幅
広
く
脳
全
体
を
刺
激
す
る
に

は
、
遊
び
や
運
動
・
向
上
へ
の
挑
戦

を
続
け
る
姿
勢
が
大
切
で
す
。

ま
た
何
事
も
億
劫
が
ら
ず
、
何
か
趣

味
を
持
ち
、
楽
し
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

＊
お
す
す
め
趣
味
リ
ス
ト
＊

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
、音
楽
を
聴
く
、

園
芸
、
野
菜
作
り
、
編
み
物
、
ペ
ッ

ト
の
飼
育
、
囲
碁
、
将
棋
、
短
歌
や

俳
句
、
ダ
ン
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
な

ど＊
同
じ
事
を
何
度
も
言
っ
た
り
聞
い

た
り
す
る
。

＊
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
、
物
の

名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
。

＊
財
布
を
盗
ま
れ
た
と
い
う
。

＊
だ
ら
し
な
く
な
っ
た
。

＊
時
間
や
場
所
の
感
覚
が
不
確
か
に

な
っ
た
。

＊
薬
の
管
理
が
出
来
な
く
な
っ
た
な

ど

認
知
症
も
他
の
病
気
と
同
よ
う
に

「
早
期
発
見
」
が
大
切
で
す
。
初
期

の
認
知
症
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

早
い
時
期

に
良
い
対
応
が
出
来
れ
ば
改
善
出
来

ま
す
。

ま
ず
は
主
治
医
の
先
生
に
ご
相
談

下
さ
い
。
そ
の
他
、
介
護
や
生
活
に

つ
い
て
は
、
苫
前
町
役
場
の
け
ん
こ

う
係
の
保
健
師
六
四
―
二
二
一
五
内

線
二
二
七
も
し
く
は
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
介
護
支
援
相
談
員
六

四
―
二
二
一
五
内
線
二
三
四
へ
ご
相

談
下
さ
い
。

痴呆症

痴呆は、脳血管性痴呆とアルツハイマー型痴呆に大別されます。

脳血管性痴呆とは、脳血管障害（脳出血、脳梗塞、くも膜下出血）

を原因として認知障害をおこしたもです。アルツハイマー型痴呆

とは明らかな脳血管障害を認めない痴呆を指しますが、血液や尿

では診断できず、画像診断（写真）でも直接診断できません。

アルツハイマー型脳では、さまざまな神経伝達物質の低下が認

められ、皮質や海馬のコリン作動性ニューロンの変性が認知障害

と密接に関連することに注目し、薬物の開発が進められました。

日本で許可されている薬は、アリセプトのみです。

薬物の効果については、その作用は神経の伝わりを改善し２～

３ヵ月後が最も効果が表れ、記憶障害、判断力、実行機能の改善

が軽度に見られます。治療の目的は、その後の長期にわたる症状

の進行を遅らせることです。１年前後経過した頃には徐々に記憶

認知障害が進行しますが、進行を遅らせる効果はその後も持続し

ます。

苫前クリニック院長　小野　哲郎

献血にご協力お願いします

旭川赤十字血液センターより採血車
「ひまわり号」が来町して町内を巡回し
ます。多数のご協力をお願い致します。

なお、詳しい内容につきましては、
回覧にて周知します。

担当は役場町民課けんこう係
℡６４－２２１５

・巡 回 月 日　２月２２日（木）
・主な巡回場所
苫前町役場
９：００～１１：５０

農業協同組合前
１３：００～１４：３０
消防署古丹別支署横
１４：４０～１５：２０
苫前商業高校前
１５：３０～１６：００

認
知
症
と
は

家
族
が
気
づ
く
変
化

予
　
防

脳
を
刺
激
し
て
生
き
生
き
生
活

相
　
談
　
窓
　
口

家
族
の
変
化
に
気
付
い
た
ら
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つくろう健康　幸せの未来づくり

国民健康保険・老人保健ガイド

す
こ
や
か
ラ
イ
フ 

み
ん
な
の
国
保
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
国
保
の
保
険
税
を
長
い
間
滞
納

し
て
い
る
と
ど
う
な
る
の
。

Ａ
　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
年
間
以
上
保

険
税
を
滞
納
し
、
納
付
相
談
に
も
応

じ
ず
、
ま
た
納
税
誓
約
し
た
内
容
を

履
行
し
な
い
世
帯
に
対
し
て
は
、
他

の
加
入
世
帯
と
の
公
平
性
を
考
慮
し

そ
の
滞
納
額
に
応
じ
て
、
次
の
よ
う

な
措
置
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し

―

滞
納
し
た
保
険
税
が
完
納
さ
れ
た
と
き
や
滞
納

額
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き
、
ま
た
、
特
別
な

事
情
が
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
、
あ
ら
た
め
て

保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

国
保
制
度
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め

る
保
険
税
で
運
営
さ
れ
る
の
が
大
原

則
で
す
が
、
誰
に
で
も
や
む
を
得
な

い
事
情
が
生
じ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

る
も
の
で
す
。

災
害
や
病
気
の
ほ
か
、
失
業
な
ど

で
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
り
、
そ

の
ほ
か
特
別
な
事
情
で
保
険
税
が
収

め
ら
れ
な
く
な
る
と
き
に
は
、
保
険

税
の
納
付
を
一
時
猶
予
し
た
り
、
分

割
納
付
に
す
る
な
ど
、
納
付
方
法
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
事

前
に
国
保
担
当
窓
口
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
！

介 護 保 険 料 に つ い て

お問い合わせ先
苫前町役場総務財政課税務係
TEL 0164-64-2213（内線215）まで

Ｑ　６５歳以上の方（第１号保険料）
の納め方を教えてください。

※年度（４月１日～翌年３月３１日）の途中で転入されたり、６５歳にな
った方については、普通徴収の納入方法となりますが、事由発生日の６
ヶ月から１２ヶ月後には特別徴収となります。

Ａ　保険料の納め方は年金額等に
よって次のようになります。

介護保険の財源は、公費（50％）

と６５歳以上の方が納める『第１号

保険料』（19％）、４０歳～６４歳の

方が納める『第２号保険料』（31％）

でまかなわれています。

介護サービスを充分に整えるた

め、そして介護が必要になったとき

に誰もが安心してサービスを利用で

きるように、保険料の納付にご理解

とご協力をお願いします。

区　分

特別徴収

対　　象　　者 納 入 方 法

○年金額が年額18万円
以上の支給がある方

○年金額が年額18万円
未満の支給の方

年金より天引きされます。

役場から送付される納付
書により支払いします。

普通徴収
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国民年金の保険料は自主的に納付していただくことが前提と
なっておりますが、社会保険事務所では、納め忘れの方々に催
告状の送付や電話または、ご自宅への訪問により納付督励を行
っております。
しかし、度重なる納付督励にも応じず、保険料を長期間にわ
たり納付しない方には最終催告を行います。この催告において
も納付をしない、または、納付の意思表示がない場合には、保
険料の督促・財産の差押え（滞納処分）を行います。
このように「納めない」ことですぐに財産等の差押えとなる
わけではありませんが、十分な支払能力があるにもかかわらず
納付されない場合には、ご本人の年金を受け取る権利の確保や
納付している方々との公平性の観点から「財産等の差押え」を
行っております。

経済的な理由で保験料を納めることが困難な場合には、本人の
申請によって保険料の納付が「免除」、「一部納付」、または「猶
予」きれる制度があります。
１、免除（全額免除・一部納付）申請
本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場合に、申請
手続きをすることにより、保険料の納付が全額免除または半額納
付などの一部納付となります。
なお、一部納付こついては、納付すべき一部の保険料を納付さ
れない場合、未納期間となりますので、必ず納付してください。
２、若年者納付猶予申請
30歳未満の方で、本人、配偶者の前年所得が一定額以下の場合
に、申請手続きをすることにより、保険料の納付が猶予されます。
３、学生納付特例申請
学生の方で、本人の所得が一定額以下の場合に、申請手続きを
することにより、保険料の納付が猶予されます。

職場に働く人が性別により差別されるこ
となく、また、働く女性が母性を尊重され
つつ、その能力を十分発揮することができ
る雇用環境を整備するため、性別による差
別禁止範囲の拡大、セクハラ防止措置の義
務化、妊娠等を理由とする不利益取扱いの
禁止等を定めた改正男女雇用機会均等法が
平成19年4月1日施行されます。

詳しくは、北海道労働局雇用均等室
（TEL011－709－2715）まで

住まいる
ス マ イ ル

情報
I n f o r m a t i o n
住まいる
ス マ イ ル

情報

自衛官としての経験がなくても
予備自衛官になれる
予備自衛官補募集中！

国民年金保険料の未納が続く場合には･･･

国民年金保険料の納付が困難なときは免除制度があります！

②
 

「手をつないだらここが一番！見えてきた」 
▼
萌
え
る
天
北
オ
ロ
ロ
ン
ル
ー
ト
は
留
萌

管
内
の
９
市
町
村
が
持
つ
魅
力
を「
道
」で

つ
な
ぎ
な
が
ら
、マ
チ
と
マ
チ
、地
域
と
行

政
が
連
携
し
、食
や
観
光
・
美
し
い
景
観
を

通
じ
て
、広
域
の
マ
チ
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

▼
こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
を
紹
介
し
ま
す
。 

■
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
 

　
平
成
18
年
は
46
人
、95
点
の
予
想
を
超
え

る
応
募
を
頂
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
審
査
・

授
与
式
を
行
い
ま
す
。副
賞
は
留
萌
管
内
の

豪
華
特
産
品
！
 
 

■
ひ
ま
わ
り
景
観
改
善
〜
肥
料
づ
く
り
 

　
５
月
よ
り
沿
道
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
植

栽
し
て
美
し
い
景
観
を
つ
く
り
ま
す
。ま
た
、

ひ
ま
わ
り
か
ら
肥
料
も
つ
く
り
ま
す
。 

■
情
報
受
発
信
・
全
道
ラ
ジ
オ
放
送
 

　
地
元
ラ
ジ
オ
局「
エ
フ
エ
ム
も
え
る
」他
、

全
道
の
局
で
情
報
発
信
。　
ル
ー
ト
情
報
誌
、

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
も
発
行
し
ま
す
。 

■
初
山
別
村「
道
の
駅
」 

　
初
山
別
村
に
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
、「
食
の
駅
」を
同
時

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

■
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
勉
強
会
 

　
ひ
ま
わ
り
同
様
、景
観
改
善
の
た
め
に
皆

さ
ん
で
植
栽
し
て
い
ま
す
。 

■
清
掃
活
動
 

　
既
存
の
清
掃
活
動
の
お
手
伝
い
を
し
て

い
き
ま
す
。 

■
道
の
駅
弁
プ
 

ロ
デ
ュ
ー
ス
 

　
９
市
町
村
の

特
産
品
で
作
っ

た「
九
宝
御
膳
」

は
文
字
通
り
、

９
市
町
村
の
宝

の
集
結
で
し
た
。 

問：萌える天北オロロンルート 
　　運営代表者会議事務局 
　　電話：0164-42-3871 
　　FAX：0164-42-3856

苫前町の交通事故情報
平成18年12月末現在

交通事故死ゼロ日数は

12月31日現在で973日

発生件数

１０件

死者数

０人

負傷者数

１２人

●応募資格
一般公募：18歳以上34歳未満の者
技能公募：衛生・語学・整備・情報処理・通信・

電気・建設の国家免許資格等を有する
者（細部はお問い合わせください）

●締め切り：平成19年4月9日（月）
●試験期日：平成18年4月14日（土）・15日.（日）・

16日（月）のいずれか1日
●試験種目：筆記試験、口述試験、適性検査、身体

検査
●問い合わせ先
○苫前町役場総務財政課　64－2211
○自衛隊旭川地方連絡部留萌募集事務所
0164－42－4650

昭和31年から34年の間に、ドミニカ共和
国に移住した方に特別一時金を支給します。
請求期限は平成20年1月31日です。
お問い合せは、外務省領事局政策課

ドミニカ特別一時金担当
03-3580-3311 内4476迄

ドミニカ移住者に対する
特別一時金の支給手続の開始

風力発電の売電状況
（町営３基 風来望）

18年 売電実績（3～H19.1月）

38,719,445円

平成19年1月分の実績

・供給電力量　296,740kWh 

3 ,723,345円

男女雇用機会均等法が変わります!!



戸
籍
の
小
箱

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

千
田
ミ
チ
ヱ
（
74
歳
）
12
月
15
日

旭

畠
　
清
士
（
59
歳
）
12
月
18
日

苫
　
前

清
水
　
俊
雄
（
84
歳
）
12
月
22
日

九
　
重
　

小
阪
百
合
子
（
84
歳
）
12
月
27
日

苫
　
前

岡
田
　
　
忠
（
84
歳
）
12
月
27
日

三
　
豊

大
川
　
和
一
（
80
歳
）
１
月
11
日

力
　
昼

氏
名

年
齢

住
所

死
亡
日
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丹
　
羽
　
和
　
也
（
長
　
島
）
上
　
原
　
幸
　
奈
（
長
　
島
）

氏
名（
夫
）

住
所

氏
名（
妻
）

住
所

末
長
く
お
幸
せ
に

厳冬期を迎え、釣りを行う際には、海への転落事故や暖を取る際の一
酸化炭素中毒など、生命に関わる危険な事故が発生しやすくなります。
事故を未然に防止するため、次のことに注意して慎重な行動を心掛け、
安全に釣りを楽しみましょう。
○安全に楽しむために
・目的地、帰宅の時間などをあらかじめ家族や知人に連絡しておきましょう。
・単独行動はできるだけ避けましょう。
・目的地の気象状況を事前に確かめましょう。
・釣り場では、左右や後ろの人に十分注意しましょう。
・釣り場は、海草などで滑りやすくなっているので、十分注意しましょう。
・船釣り、磯釣りの際、救命胴衣は常時着用しましよう。
・携行品には命綱、呼び子笛、懐中電灯、非常食、救急薬も加えてください。
・車やテントの中で暖を取る場合は、一酸化炭素中毒とならないよう、換気
を十分行いましょう。
・凍った湖や沼などでワカサギ釣りなどをする場合は、氷の薄い場所には近
寄らないようにしましょう。

○自然を守るために
・ビニール袋は、海や川を汚す大きな原因となっています。
また、捨て針、捨て糸による野鳥の被害が増えています。ゴミは必ず持ち
帰って処理しましょう。

○資源の保護のために
・海藻類、具類などを取ることはやめ、小さな魚は放流しましょう。
○トラブルを防ぐために
・無秩序な駐車、ゴミの不法投棄などで地元の人や漁業者に迷惑をかけない
ようにしましょう。

少額訴訟は，原則1回の審理で、直ちに判決が言い渡される手続で、
①60万円以下の金銭を請求する、②すぐに裁判資料が準備できる、
③内容が複雑だったり難しすぎない、のいずれをも満たす場合に適し
ている手続です。これから少額訴訟手続を利用することをお考えの方
は、これらの点を考慮してご検討ください。
また、少額訴訟に関する訴状の定型用紙を、簡易裁判所の窓口に備
え付けているほか、裁判所ウェブサイト（http://www.courts.go.jp/）
からもダウンロードすることができます。ウェブサイトには少額訴訟
以外の手続についての説明も掲載しています。

制度概要
交通遺児（満13歳未満）が損害賠償金等の中から拠出金を払
い込んで加入しますと、この資金に国、民間からの援助金を加
えて、安全・確実な運用をし、交通遺児が満19歳に達するまで、
３ヶ月ごとにまとめて育成給付金を給付します（年金方式）。

その他給付
加入者が満６歳、満12歳および満15歳に達し、小学校、中学
校、高等学校へ入学または就職するときに、それぞれ３万５千
円（加入者が満19歳に達し、育成給付金の支給が完了するとき
には、完了給付金２万円）を支給します。

問い合わせ先
財団法人　交通遺児育成基金
〒102-0083 東京都千代田区麹町6-1-25  上智麹町ビル6階
フリーダイアル　０１２０－１６－３６１１　
ＴＥＬ：（０３）５２１２－４５１１
ＦＡＸ：（０３）５２１２－４５１２
Ｅ－Ｍ a i l：info@kotsuiji.or.jp
ホームページＵＲＬ： http://www.kotsuiji.or.jp

育成給付金は、拠出金等を取り崩しながら支給されますので、
加入者が満19歳に達したときの返還金はありません。

拠出金

「これから少額訴訟を利用しようとする方へ」財団法人交通遺児育成基金（国土交通省所管）

厳冬期の釣りに伴う事故の防止について

各
町
内
会
・
団
体
等
へ
の
寄
付

（
九
重
白
葉
会
）

○
九
　
重
　
加
　
藤
　
チ
　
エ
　
様

○
九
　
重
　
清
　
水
　
英
　
雄
　
様

（
苫
前
は
ま
な
す
会
）

○
埼
玉
県
　
小
　
阪
　
公
　
夫
　
様

（
苫
前
町
内
会
）

○
埼
玉
県
　
小
　
阪
　
公
　
夫
　
様

（
力
昼
町
内
会
）

○
力
　
昼
　
大
　
川
　
ミ
　
エ
　
様

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付

○
埼
玉
県
　
小
　
阪
　
公
　
夫
　
様

○
九
　
重
　
清
　
水
　
英
　
雄
　
様

○
石
狩
市
　
北
　
城
　
悦
　
子
　
様

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島
の四島は、日本固有の領土です。

２月７日はわが国固有の北方領土が国際法上からも明らかにさ
れた日であり、平和と友好のうちに領土問題の解決を望んでいる
返還要求運動の趣旨に、最もよい日として選ばれました。

四島還れ！祈りを声に！行動に！

2月7日は「北方領土の日」 やめよう路上駐車！招く危険、与える迷惑！
違法、迷惑駐車は、
○道路を狭くし、交通の流れを乱します。
○追突や交差点の事故のきっかけをつくります。
○緊急車両の活動を妨げます。
○歩行者事故、車両単独事故の原因になります。
○道路作業の大きな障害となります。
○除排雪作業などの障害になります。

羽　幌　警　察　署

0～4歳 5歳 6歳 7～8歳 9歳

700万円 665万円

育成給付金（月額）

0～5歳 6～8歳

32,000円 40,000円

9～11歳

45,000円

12～14歳

55,000円

15～18歳

70,000円

630万円 595万円 560万円

10歳 11歳
12歳～12歳
６ヶ月未満

12歳６ヶ月
～13歳未満

525万円 485万円 455万円 430万円

給付金総額

加入時年齢

０～２歳

３～５歳

６～８歳

９～10歳

11～12歳

受取総額

1,070～990万円

950～870万円

840～740万円

690～640万円

580～500万円
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人
口
の
減
少
が
止
ま
ら
な
い
。
２
月
１

日
現
在
、
当
町
の
人
口
は
、
３
９
９
５

人
と
４
０
０
０
人
を
割
っ
た
（
住
民
基

本
台
帳
登
録
者
数
）
５
年
前
は
４
４
６

０
人
、
10
年
前
は
４
７
０
３
人
、
20
年

前
は
５
７
１
６
人
で
あ
っ
た
。
今
後
ど

れ
ぐ
ら
い
減
少
し
て
し
ま
う
の
か
心
配

だ
▽
留
萌
管
内
の
公
立
高
校
の
入
学
願

書
の
出
願
状
況
は
、
全
日
制
の
募
集
定

員
６
０
０
人
に
対
し
て
出
願
者
は
４
４

２
人
で
、
定
員
を
上
回
っ
た
の
は
留
萌

高
校
の
普
通
科
だ
け
で
あ
る
。
苫
前
商

業
高
校
は
、
募
集
人
数
40
人
に
対
し
て

出
願
者
34
人
の
倍
率
０
・
９
倍
と
な
っ

て
お
り
、
昨
年
よ
り
も
倍
率
は
上
が
っ

て
い
る
。（
以
上
日
刊
留
萌
新
聞
よ
り

引
用
）
町
と
し
て
も
こ
の
出
願
状
況
は

う
れ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
生

方
の
熱
心
な
指
導
と
地
域
・
学
校
・
行

政
が
一
丸
と
な
り
取
り
進
め
て
き
た
結

果
で
も
あ
る
▽
安
部
首
相
直
属
の
教
育

再
生
会
議
が
第
１
次
報
告
を
ま
と
め

た
。
教
育
再
生
の
た
め
の
当
面
の
取
組

と
し
て
７
つ
の
提
言
と
４
つ
の
緊
急
対

応
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
特
徴
は
、「
ゆ

と
り
教
育
」
を
見
直
し
、
学
力
を
向
上

す
る
こ
と
を
明
確
に
し
「
授
業
時
数

10
％
増
」「
薄
す
ぎ
る
教
科
書
の
改
善
」

な
ど
を
提
唱
し
、
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
「
い
じ
め
と

校
内
暴
力
を
絶
対
に
許
さ
な
い
学
校
を

め
ざ
し
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
供
を

全
力
で
守
る
」
こ
と
や
「
学
校
週
５
日

制
」
の
見
直
し
も
検
討
課
題
に
あ
げ
ら

れ
て
い
る
▽
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
最
初

に
し
つ
け
を
す
る
の
は
、
基
本
的
に
は

親
で
あ
る
。
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
が

低
下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
時

代
。
ま
ず
は
、
決
ま
り
を
守
る
こ
と
の

意
義
や
大
切
さ
を
教
え
る
親
と
地
域
の

お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
の
責
任
は
重
い
。

編

集

雑

記

帳

苫前中学校生徒の作品

『彫刻印鑑ケース』

全体的にはうまく
いったと思います。
でも色づかいや彫
る事が難しかった
です。

3年

五十嵐雄大くん

『野菜の静物画』

野菜の凹凸とにん
じんがうまくいっ
たと思います。

1年

旭　　七歩さん

『ステンシル』

僕はこの作品で色
の配色がとてもき
れいに出せて良か
ったです。 2年

大沼　昇平くん

『野菜の静物画』

色の重ね方を工夫
するなどし、野菜
のでこぼこ感を出
すことができまし
た。

1年

太田　祥子さん

『野菜の静物画』

影のバランスを出
すのが難しかった
です。うまくでき
たので、良かった
です。

1年

堀井　　茜さん

ちびっこギャラリー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ち
び
っ
こ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ちびっこギャラリーちびっこギャラリー

『フリース』

ミシンを使っ
て、丁寧に縫
えたので良か
ったです。

2年

瀬川　直生くん

『フリース』

できあがり線
に沿って縫う
のは大変でし
たが、真っ直
ぐに縫えまし
た。

2年

菊地みさとさん

『自画像』

この絵で頑張
ったところは、
髪の毛細かさ
と背景です。
制服の色は苦
労しました。

3年

向中野　恵さん

『自画像』

膚の色を塗る
のが難しかっ
たですが、目
などの細かい
ところも丁寧
に書けたので
良かったです。

3年

大矢根　諒くん


